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中
高
一
貫
教
育

　
町
で
は
、
入
札
に
よ
る
不
動
産
公
売
会

を
実
施
し
ま
す
。

○
公
売
日
時
：
平
成
23
年
５
月
10
日（
火
）

　
受
付　
10
時
～　
入
札　
10
時
20
分
～

○
場　
　
所
：
三
和
公
民
館
１
階
会
議
室

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
収
納
係　
☎
８
９
‐
３
３
３
４

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

http://w
w
w
.jinsekigun.jp/

公売対象不動産
売却
区分

財産の表示・見積価格・
公売保証金額

23-1

（物件１）
・神石高原町笹尾字
　妙楽寺谷妙見原甲1063番３
　畑　　1,252㎡
見積価格　49,000円
� （公売保証金額　4,000円）

※�土地の所有権については，公売後所有権移転を行い
ますが，土地の耕作権については平成23年10月
31日まで前耕作権者にあることを条件とします。
※�公売面積は登記簿面積のため，地籍調査により面積
の変更が生じますので，あらかじめ御了解ください。

不
動
産
公
売
会
を
実
施
し
ま
す
！

　町では，ふれあい号運行地
域を対象に平成 23 年度も公
共交通カレンダーを作成し，
配布をします。ふれあい号の運行図，運行時刻をカレ
ンダーに表示していますので，ぜひご活用ください。
また，ふれあい号利用の相談を受け付けています。

ふれあい号をご利用の皆さまへ

公共交通カレンダーを
配布します

相談窓口 　総務課　☎89-3330

・�ふれあい号を利用したくても，歩いて出ることがで
きないので利用できない。
・�乗り降りできないので，乗合タクシーに乗車できない。

例
え
ば

　など，ご相談ください。
　相談により，介護タクシーの利用ができるようになったり，
タクシーチケットを交付したり，相談内容に合わせた交通手
段を提案させていただきます。

平成23年度

　
３
月
８
日
（
火
）
中
高
一
貫
教
育
検

討
委
員
会
は
、
教
育
委
員
会
へ
中
高
一

貫
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
答
申
を

行
い
ま
し
た
。

　

５
回
の
委
員
会
の
内
容
を
受
け
て
、

答
申
書
を
ま
と
め
た
中
高
一
貫
検
討
委

員
会
の
木
本
成
文
委
員
長
が
、
教
育
委

員
会
委
員
へ
答
申
内
容
と
議
論
の
中
身

を
説
明
し
、
山
本
委
員
長
へ
答
申
書
を

渡
し
ま
し
た
。

　

答
申
書
は
、「
神
石
高
原
町
の
教
育

現
場
に
中
高
一
貫

教
育
の
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と

は
有
効
で
あ
る
」。

形
態
は
「
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
」
で

あ
り
、
そ
の
実
現
と
持
続
的
推
進
の
た

め
に
は
一
定
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
内
容
で
す
。

　
答
申
を
受
け
て
今
後
、
教
育
委
員
会

で
中
高
一
貫
教
育
へ
の
具
体
的
方
針
を

決
定
し
て
い
き
ま
す
。

中
高
一
貫
教
育
検
討
委
員
会
が
、

教
育
委
員
会
へ
答
申

木本委員長（左）から山本委員長（右）
へ答申書が渡されました

（
写
真
提
供　

神
石
小
学
校
）

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
学
校
給
食

　
教
育
委
員
会
の
食
育
地
産
地
消
推
進

事
業
と
し
て
、
今
年
度
３
回
目
の
取
り

組
み
が
２
月
18
日
（
金
）
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
神
石
高
原
町
の
食
材

と
し
て
、
豚
肉
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ

ム
、
ユ
ズ
酢
を
使
っ
た
「
ト
ン
カ
ツ　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
パ
ン　

ユ
ズ
ゼ
リ
ー
」

他
３
品
の
給
食

を
味
わ
い
ま
し

た
。

　
力
を
合
わ
せ

て
給
食
を
準

備
、
そ
し
て
、

楽
し
く
会
食
を

し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
か
ら
は
お
い
し
か
っ
た
と

い
う
た
く
さ
ん
の
給
食
の
感
想
が
届
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、学
校
給
食
を
通
し
て
、

食
育
と
地
産
地
消
が
推
進
で
き
る
よ

う
、
関
係
者
で
連
携
を
図
り
、
地
元
の

食
材
を
子
ど
も
達
に
届
け
た
い
で
す
。

・
神
石
は 

お
い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
だ

・
ト
ン
カ
ツ
は 

さ
っ
く
り
し
て
い
て

 

お
い
し
い
よ

・
地
産
地
消 

み
ん
な
で
特
産 

守
ろ
う
よ

・
ふ
る
さ
と
の
味
は 

お
い
し
い
な
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トピックス＆ニュース

　
自
治
振
興
連
絡
協
議
会
（
会
長
大
橋
崇
信
）
が
主
催

す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
」
が
２
月
24
日
、

三
和
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
県
美
波
町
伊

座
利
地
区
の
都
市
部
と
の
交
流
体
験
事
業
や
、
総
社
市

地
域
活
性
化
の
一
助
に
!!
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
」

　
三
和
地
区
の
さ
ん
わ
郷
土
史
研
究
会
（
会
長
梅
岡
壽

啓
）
が
、
活
動
の
集
大
成
と
し
て
郷
土
の
歴
史
を
記
録

し
て
き
た
会
報
「
志
摩
利
夜
話
」
を
１
冊
の
本
に
ま
と

め
ら
れ
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
会
報
は
こ
れ
ま
で
に
58
号

発
行
さ
れ
、
会
員
を
中
心
に
原
稿
を
作
成
し
、
郷
土
の

知
ら
れ
ざ
る
歴
史
や
戦
争
の
体
験
記
な
ど
掲
載
さ
れ
て

き
ま
し
た
。「
会
報
は
い
っ
た
ん
休
刊
し
ま
す
が
、
こ

の
冊
子
が
次
代
へ
語
り
継
ぐ
資
料
に
な
り
、
郷
土
を
知

る
こ
と
で
郷
土
を
愛
す
る
人
が
育
て
ば
」
と
発
行
の
想

い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
冊
子
は
３
０
０
部
作
成
さ
れ
、

町
内
の
各
小
中
学
校
や
図
書
館
等
、
公
共
機
関
を
中
心

に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
販
売
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
会
長　
梅
岡
さ

ん
（
℡
８
５
‐
２
９
５
６
）
ま
で
。

　

２
月
20
日
、
油
木
体
育
館
で
広
島
ガ
ス
で
日
本

リ
ー
グ
（
１
部
）
で
３
位
の
実
績
の
あ
る
吉
岡
知
香

先
生
、
全
日
本
実
業
団
大
会
に
21
回
連
続
出
場
中
の

山
領
篤
先
生
を
迎
え
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
体
験
す
る
子
ど
も
達
も
多

く
参
加
し
、
始
め
は
シ
ャ
ト
ル
が
ラ
ケ
ッ
ト
に
当
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
吉
岡
先
生
の
「
ナ
イ
ス
ス
イ

ン
グ
」
な
ど
の
明
る
い
声
か
け
の
も
と
終
わ
る
頃
に

は
当
た
り
だ
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
楽
し
さ
を
教
わ

り
ま
し
た
。
吉
岡
先
生
は
、
小
学
生
の
頃
に
色
々
な

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
「
次
は
い
つ
あ
る
の
？
」「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
い
」
な
ど
初
体

験
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
好
き
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

楽
し
か
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
体
験

人
権
の
花
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
育
て　

思
い
や
り
の
心
を

　
人
権
の
花
運
動
の
取
り
組
み
を
町
内
の
各
小

学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

に
対
し
て
、
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
蓋
小
学
校
で
は
全
校
児
童
３
７
名
が
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
を
育
て
、
３
月
１
日
佐
伯
知
省
人
権

擁
護
委
員
か
ら
感
謝
状
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
児

童
代
表
の
梅
岡
未
来
さ
ん
（
６
年
生
）
は
「
今
、

私
は
ケ
ガ
で
車
い
す
の
生
活
で
す
が
、
周
り
の

人
の
親
切
に
助
け
ら
れ
と
て
も
感
謝
し
て
い

る
。今
ま
で
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
を
送
っ
て
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
３
月
で
閉
校
と
な
る
高
蓋
小
学
校
で

す
が
、
そ
の
思
い
や
り
の
心
の
花
は
い
つ
ま
で

も
咲
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

郷
土
史
の
記
録
１
冊
に
ま
と
め
、
次
代
へ

は
自
治
振
興
会
の
役
員
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題

に
つ
い
て
議
論
し
、
参
加
者
ら
は
「
地
域
活
性
化
に
向

け
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
紹
介

に
１
２
０
名
の
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
午
後
か
ら
の
分
散
会
で

NPO法人吉備野工房ちみちの
加藤せい子さんは油木地区出身

伊座利の未来を考える推進協議会
草野裕作さん
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住　

民　

課�

☎
８
９-

３
３
３
４

○�

平
成
23
年
度
（
４
月
～
３
月
）
の
国
民
年
金
定
額
保
険
料
は
、

月
額　
１
５
，０
２
０
円・付
加
保
険
料
は
、月
額
４
０
０
円
で
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に
!!

○�

国
民
年
金
保
険
料
の
１
年
前
納
・
６
カ
月
前
納
・
月
々
の
早
割

納
付
は
、
口
座
振
替
が
割
引
で
お
得
で
す
。

　
※�

す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
で
引
き
続
き
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る

方
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
※�一
部
納
付（
一
部
免
除
）さ
れ
て
い
る
方
の
口
座
振
替
は
、「
毎
月
納
付（
翌
月
振
替
）」

の
み
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

　
※�

月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

○�

納
付
書
に
よ
る
、
１
年
前
納
も
割
引
が
あ
り
ま
す
。

○�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い
て

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
被
保
険
者
ご
自
身
か
ら
事
前
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
以
後
、
継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
が
立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
提
示
し
て
、
直
接
納
付
す
る
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
口
座
振
替
に
よ
る
毎

月
振
替
早
割
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
年
前
納
・
６
カ

月
前
納
の
割
引
額
は
現
金
納
付
の
割
引
額
と
な
り
ま
す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
年
金
事
務

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

　
備
後
府
中
年
金
事
務
所　
☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１

▼ 

国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法
の
お
知
ら
せ

※�

付
加
保
険
料
は
、
第
１
号
・
任
意
加
入
被
保
険
者
の
希
望
に
よ
り
、
定
額
の
保
険

料
に
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

環
境
衛
生
課�

☎
８
９-

３
３
３
６

▼ 

集
落
排
水
使
用
料
再
算
定
の

　

お
知
ら
せ

　
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
平
成
23
年
度

使
用
料
を
、
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
記
載
人
数
を
基
準
に
再
算
定
し
ま

す
。（
神
石
高
原
町
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
条
例
第
16
条
）

　
減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
環
境
衛
生

課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課
で
申
請
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
料
減
免
の
対
象
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

１�

．
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て

い
る
世
帯

２�

．
高
齢
・
疾
病
に
よ
り
自
宅
外
に
て
長

期
的
に
療
養
・
治
療
を
要
す
る
方

３�

．
同
一
世
帯
で
生
計
を
分
離
し
別
居
し

て
い
る
方
（
大
学
生
・
就
職
等
）

　
※
証
明
書
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

　
※�

療
養
・
治
療
先
よ
り
入
所
等
の
証
明
書
を

提
出
さ
れ
た
場
合

　
※�

す
で
に
証
明
書
を
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
年
度
が
変
わ
り
ま
す
の
で
再
申
請

が
必
要
で
す
。

平
成
22
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方

も
再
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課�

☎
８
９-

３
３
３
２

▼ 「
第
２
回
神
石
高
原
マ
ル
シ
ェ
」

　

出
店
者
募
集
！

　

昨
秋
に
引
き
続
き
、
神
石
高
原
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
し
た
マ
ル
シ
ェ

（
市
場
）
に
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
尚
、
平
成
23
年
度
は
、
毎
月
開
催
す
る

予
定
で
す
。

○
要　
　
件

　

�

神
石
高
原
町
産
の
食
材
を
主
に
使
用
し

た
特
色
の
あ
る
加
工
品
、惣
菜
、菓
子
、

パ
ン
、
こ
だ
わ
り
野
菜
、
果
物
な
ど

○
日　
　
時　
４
月
29
日
（
祝
）
～

�

５
月
１
日
（
日
）【
３
日
間
】

�

※
１
日
ま
た
は
２
日
間
の
出
店
も
可

○
場　
　
所

　

�

道
の
駅
さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
広
場

○
ブ
ー
ス
料

　

�

町
内
出
店
者　
１
日
当
た
り
５
，０
０
０

円
（
テ
ン
ト
・
資
機
材
持
込
）

○
締
め
切
り　
４
月
５
日
（
火
）

●
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
神
石
高
原
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

�

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）
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町からのお知らせ



福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

▼ 
託
児
所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
ご
案
内

▼ 

国
民
健
康
保
険　

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

▼ 

学
童
保
育
の
ご
案
内

　

託
児
所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
０
歳

か
ら
保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
入
所

（
園
）
前
の
子
ど
も
さ
ん
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
場　
　
所　
小
畠
総
合
福
祉
施
設
内

�

（
旧
小
畠
中
学
校
）

○
利
用
対
象
者

　

�

保
育
所
入
所
前
の
乳
幼
児
並
び
に

そ
の
他
必
要
と
さ
れ
る
方

○
開
所
日

　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

�

（
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
所
）

○
利
用
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

○
月
極
め
預
か
り

・
基
本
料
金

　
町
内　

１
月
当
た
り
３
３
，
０
０
０
円

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
が
、
平
成
23
年
４
月

よ
り
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
が
る

予
定
で
し
た
が
、
平
成
24
年
３
月
末

ま
で
引
き
続
き
１
割
に
据
え
置
か
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。（
既
に
３
割

負
担
を
頂
い
て
い
る
方
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一
定
以

　

町
外　

１
月
当
た
り
４
３
，
０
０
０
円

�

※
２
人
目
か
ら
は
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

・
光
熱
水
費　

１
月
当
た
り
１
，
０
０
０
円

・
給
食
代　

普
通
食　

１
食
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
離
乳
食　

１
食
１
５
０
円

・
お
や
つ
代　

１
月
当
た
り
１
，
０
０
０
円

○
一
時
預
か
り

・
基
本
料
金

　

町
内　

１
日
当
た
り　

４
，
０
０
０
円

�

（
１
時
間
当
た
り
５
０
０
円
）

　

町
外　

１
日
当
た
り　

５
，
０
０
０
円

�
（
１
時
間
当
た
り
６
５
０
円
）

　

※�

光
熱
水
費
、
給
食
代
、
お
や
つ
代

が
別
に
必
要
で
す
。

●
利
用
申
し
込
み
及
び

　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　

託
児
所
た
ん
ぽ
ぽ

　
　

☎
８
９
‐
３
５
７
７

上
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は
除
き
ま

す
。）

　
現
在
交
付
し
て
い
ま
す
保
険
者
証

の
一
部
負
担
金
の
割
合
な
ど
の
記
載

内
容
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
対
象
の

方
に
は
新
し
い
保
険
者
証
兼
高
齢
受

給
者
証
を
３
月
末
ま
で
に
お
送
り
し

ま
す
。

　

町
内
４
カ
所
で
小
学
生
が
放
課
後
や
夏
休
み
等

の
長
期
休
業
中
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
利
用
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
人

　

�

町
内
小
学
生
で
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童
並
び
に
そ
の
他
必
要
な
児
童

○
保
育
内
容

　

�

宿
題
・
生
活
習
慣
指
導
・
遊
び
・
読
書
・
音
楽
・

制
作
（
工
作
）・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
。

　

�

夏
休
み
等
の
長
期
休
業
中
は
、
楽
し
い
行
事
も

取
り
入
れ
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
休
館
日

　

�

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
警
報
の
出
た
日

地
区 実施場所

保育時間

利用料 お問い合わせ・
申し込み先平　日

土曜日・
夏・冬・
春休み　

油
　
木

やまびこクラブ
　　　　油木館

（  油木小学校
 総合学習棟）

放課後
～

18:00

８:00
～

18:00

平　日　
200 円

土曜・
夏休み等
　300 円

入所時　
500 円

シルバー
人材センター
 ☎ 89-0121

神
　
石

やまびこクラブ
　　　　神石館

（神石高原町
トレーニングセンター）

シルバー
神石事務所
 ☎ 89-4081

豊
　
松

やまびこクラブ
　　　　豊松館

（豊松老人
 福祉センター）

シルバー
豊松事務所
 ☎ 84-2267

三
　
和

やまびこクラブ
　　　　三和館

（旧小畠中学校
 ・わらべ）

シルバー
三和事務所
 ☎ 85-2500

産　

業　

課

�

☎
８
９-

３
３
３
７

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度

（
第
５
号
）「
景
気
対
応
緊
急
保
証

制
度
」
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
信
用
保

証
協
会
で
受
付
を
済
ま
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
４
月
１

日
以
降
の
制
度
は
、
対
象
業
種
の

縮
小
お
よ
び
認
定
基
準
の
変
更
が

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
申
請
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼ 

中
小
企
業
者
の

　

資
金
繰
り
支
援
制
度

　

景
気
対
応
緊
急
保
証
制
度

　

が
終
了
し
ま
す
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BASKET NEWS
〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場情報プロジェクトチーム「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

神
石
高
原

ニュースバスケット

タイガーマスクさんありがとう！
　くるみ保育所では２
月５日，14人全員で
餅つきをしました。タ
イガーマスクさんから
プレゼントされたもち
米でお父さんお母さん
おじいちゃんおばあ
ちゃんと一緒にお餅を
ペッタンペッタン。つきたてのお餅をきな粉餅に
して全員で食べました。おいしかったよ。
� （くるみ保育所保護者会）

みんなでワイワイ♪オマチマンコンサート
　「歌って！読んで！オマチマンコンサート」を２月
25日，どんぐり幼稚園で行いました。園児をはじ
め参加者のみなさんは，オマチマンの軽快な歌と

お話で会場は大盛
り上がり。踊った
りパネルシアター
で楽しんだりと笑
顔いっぱいの時間
となりました。
（シルトピア
�カレッジ図書館）

車輪村　～今年も興奮の１日がやってくる～

　春のイベントとして定着しつつある遊源開者えんじ
ん主催の「車輪村」。４回目を迎えたイベントでは，ラ
リードライバー篠塚建次郎さんのトークショー，世界
トップクラスの木下真輔選手のバイクパフォーマンス
に恒例のヒストリックカーミーティングなど内容盛り
だくさんです。またフードマーケットも充実し一日中
楽しめるイベントとなっています。
●日　時　４月24日（日）　午前９時～午後３時
●場　所　豊松小学校グラウンド他周辺施設
　詳しくはホームページをご覧ください。
　http://syarinmura.comまたは車輪村と検索してください。

環
境
保
護
に
も
な
る「
も
う
け
話
」？

水
源
地
の
権
利
を
売
り

ま
す
！
買
い
ま
す
！

事
例
１　
見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届

い
た
。
数
日
後
、
別
の
業
者
か
ら
「
水
源
地
の
権
利
は

個
人
し
か
買
え
ず
、
我
々
法
人
は
欲
し
く
て
も
買
え
な

い
。
一
口
10
万
円
の
と
こ
ろ
を
32
万
円
で
買
い
取
る
。

環
境
保
護
の
た
め
に
も
な
る
の
で
ぜ
ひ
協
力
し
て
欲
し

い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
役
に
立
て
る
な
ら
と
思
い
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
業
者
に
電
話
し
て
、
手
持
ち
の

70
万
円
で
７
口
買
っ
た
。

　
　
そ
れ
か
ら
急
に
、
売
る
側
と
買
い
取
る
側
の
両
方
か

ら「
も
っ
と
買
わ
な
い
か
」と
し
つ
こ
く
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
、
不
審
に
思
い
始
め
た
と
こ
ろ
に

社
員
券
な
る
も
の
が
送
ら
れ
て
き
た
。�

（
70
歳
代　
女
性
）

☆�

購
入
を
勧
め
る
業
者
と
は
別
の
業
者
が
「
高
値
で

買
い
取
る
」
と
勧
誘
し
、
消
費
者
の
投
資
欲
を
あ

お
る
「
劇
場
型
」
の
投
資
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

☆�

「
水
資
源
の
権
利
」「
譲
渡
担
保
権
」「
社
員
券
」な
ど
、

色
々
な
表
現
が
使
わ
れ
て
お
り
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
も
「
配
当
が
付
く
」「
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
が
関

与
し
て
い
る
」「
日
本
の
水
源
を
外
国
か
ら
守
る
た

め
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

☆�

事
例
の
ケ
ー
ス
で
は
、
実
在
す
る
自
治
体
の
事
業

で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
計
画
は
実
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

☆�

実
際
に
買
い
取
り
が
実
行
さ
れ
た
事
例
は
な
く
、

業
者
に
返
金
を
求
め
て
も
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
勧
誘
は
、
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

本
情
報
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
公
表
情
報
を
も
と
に
広
報
し
て

い
ま
す
。

～
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
調
べ
～
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お問い合わせ先　情報プロジェクトチーム　☎0847-89-3352〈役場本庁〉
　　　　　　　　株式会社ケーブル・ジョイ　☎0847-45-0557〈府中〉
　　　　　　　　同 上 　 神 石 高 原 事 務 所　☎0847-89-0012〈油木〉

ホームページ http://www.ccjnet.ne.jp/~kagayaki/

神石高原
神石高原かがやきネット利用料の減免について

　平成23年４月１日にサービス開始予定の“神石高原かがやきネット”について，光ファイーバーケーブ
ル引き込み工事を施工しましたが，宅内工事が３月31日時点において加入者全戸で完了することが難しい
状況にあります。
　町民の皆様はもとより，サービスの提供を心待ちにされている皆様には，大変ご迷惑をおかけすることと
なり，お詫び致します。
　つきましては，４月に提供するサービスは“お試し期間”として神石高原かがやきネットの利用料金を無
料としますので，ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　なお，“神石高原かがやきネット”の告知端末放送が利用できない間は，防災無線放送，有線放送，オフトー
ク放送を併用します。オフトーク放送を利用されている方は，告知端末放送に切り替えた後，オフトーク放
送の解約をお願いします。
　引き続き，早期に加入者全戸で視聴できるよう努めてまいりますので，よろしくお願いします。

重 要 な お 知 ら せ

　基本チャンネルプランスタンダード（地上デ
ジタル放送と告知端末放送のセット）を利用さ
れる方は，次の事項に該当する場合に，月額
利用料金の減免措置を受けることができます。

●�生活保護世帯などの公的扶助を受けてい
る世帯

　（月額利用料1,575円が全額免除になります。）

●�障害者を含む世帯で，且つ世帯全員が町
民税非課税の措置を受けている世帯

　（月額利用料1,575円が1,050円になります。）

● �75歳以上の独居の世帯で，町民税非課
税世帯

　（月額利用料1,575円が1,050円になります。）

☆申請書の提出は
まちづくり推進課�情報プロジェクトチームまで☆

申請書記入例

裏面の申請書を
ご活用ください。

申請はお早めに

2011  3月号7
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Event Calendar

15 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00
 （いずみ保育所 TEL：87-0099）

16 水
17 木 ミニおひさま広場たかふた 10：30 ～ 14：00

 （さんわ総合センター）
子育て相談 （こばたけ保育所）
犬・猫引取り日 （油木・神石地区）

18 金 保育所開放 10：00 ～ 11：00
 （とよまつ保育所 TEL：84-2132）

19 土
20 日 フリースペース日曜市

　（坂瀬川峠の茶屋駐車場／広島菜の花プロジェクト
 TEL：084-955-8020）

21 月 幸運仏御縁日
 （豊松幸運仏世話人会 TEL：84-2239）

22 火 おひさま広場　親子ビクス （シルトピア）
保育所開放 10：00 ～ 11：00
 （こばたけ保育所 TEL：85-2718）

23 水
24 木 ウォーキング教室 13：30 ～ 15：30

 （牧社会教育施設）

25 金 家族機能・アルコール相談 14：00 ～ 16：00
 （保健福祉センター TEL：89-3366）（要予約）

26 土 町立保育所退所式

27 日 ものまね＆曲芸 SHOW
 （さんわ総合センター TEL：85-3097）
子育て楽しい集い 13：30 ～ 15：30
 （シルトピア　みどりの丘）

28 月
29 火
30 水
31 木
1 金
2 土 町立保育所入所式

3 日 グラウンド・ゴルフペアー大会
 （仙養ケ原ふれあいの里　TEL：82-2823）

4 月 そば打ちの名人になろう！ ～７日（木）
 （帝釈峡スコラ高原　TEL：86-0535）

5 火 仙養ケ原「山開き」 （仙養ケ原ふれあいの里）

6 水 行政相談会９：30 ～ 11：30
 （油木コミュニティセンター）

7 木 犬・猫引取り日 （油木・豊松・三和地区）

8 金

平成23（2011）年3月/4月

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月
神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2002）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

日

日

日

金

10

17
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吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック
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3月・4月の休日当番医
3月

4月日

月

日

日

20

21

27

3

3

4

吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

鈴木クリニック

9 土
10 日 粗大ごみ受入日 （場所：クリーンセンターじんせき）

11 月
12 火 育児相談 14：00 ～ 16：00 （保健福祉センター）

13 水 保育所開放 10：00 ～ 11：00
 （くるみ保育所 TEL：85-3329）

14 木 保育所開放 10：00 ～ 11：00
 （油木保育所 TEL：82-0906）

15 金 保育所開放 10：00 ～ 11：00
 （とよまつ保育所 TEL：84-2132）

16 土
17 日 第 17回下帝釈峡渓谷コンサート

（下帝釈峡内花面公園）／ながの村 TEL：86-0215）

18 月
19 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00

 （いずみ保育所 TEL：87-0099）

20 水
21 木 おひさま広場くるみ 10：30 ～ 14：00

 （くるみふれあいプラザ）
子育て相談 （こばたけ保育所）
犬・猫引取り日 （油木・神石地区）

22 金
23 土 仙養ヶ原ツツジまつり ～ 24 日（日）

 （仙養ケ原ふれあいの里　TEL：82-2823）

24 日 2011 車輪村
（豊松小学校グラウンド他周辺施設／遊源開者えんじん）

25 月
26 火 保育所開放 10：00 ～ 11：00

 （こばたけ保育所 TEL：85-2718）

27 水
28 木 運動教室 13：30 ～ 15：30

 （総合交流センターじんせきの里）

29 金 春の大記録大会 !!
（とよまつ紙ヒコーキ・タワー／㈱キャステム
 TEL：084-961-0669）
国定公園帝釈峡湖水開き

（神龍湖畔／帝釈峡観光協会 TEL：08477-2-0525）
仙養ヶ原ふれあい春まつり週間　～５月５日（木）
 （仙養ケ原ふれあいの里 TEL：82-2823）
神石高原マルシェ ～５月１日（日）

（道の駅 182 ステーション隣芝生広場
 役場まちづくり推進課 TEL：89-3332）

30 土

３
月

４
月

行事カレンダー
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―
１
億
円
の
ぶ
ど
う
産
地
の
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
？
―

ぶ
ど
う
新
規
栽
培
塾
第
３
期
生
募
集
!!

特
集

選抜（Ⅰ）

１・２年生学習成果発表会

　２月２日，平成 23 年度広島県高等学校選抜
（Ⅰ）が実施されました。18名の受検生は緊張し
た面持ちで小論文や面接に臨みました。前日には
在校生が「未来の後輩」が気持ちよく受検できる
ように厳しい寒さの中，大掃除をしました。

　２月16日，油木山村開発センターで平成22年度
油木高等学校学習成果発表会を行いました。
　普通科は夏休みに実施した１年生福祉体験実習
と２年生インターンシップ，産業ビジネス科は年
間通して行っているプロジェクト研究の発表を行
いました。仕事の内容や働くことの意義，先輩か

ら引き継
いだ研究
の蓄積や
今後の展
望など，
充実した
発表会と
なりまし
た。

English�Recitation�&�Speech�Contest
　 ２ 月 23 日，
英語によるレシ
テーションコン
テストとスピー
チコンテスト
が行われまし
た。１年生は課
題文のレシテー
ション（暗唱），２年生は「My�Dream」「The�PersonI�
Respect」といったテーマで書いた英作文をスピーチし，
その内容・表現力・発音などを競いました。毎日放課後
に練習した成果を発表することができました。

卒業作品展
　シルトピアカレッ
ジ図書館とさんわ総
合センターで卒業作
品展を行いました。
　３年生の美術選択
生の作品と，産業ビ
ジネス科の生徒のフラワーアレンジメントを展示して，
学習の成果を多くの方に見ていただきました。

　
町
で
は
、
ぶ
ど
う
の
振
興
を
図
っ
て
お
り
、
現

在
、
町
内
各
地
で
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
、
市
場
で

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
「
ぶ
ど
う
新
規
栽
培
塾
」
は
実
習
を
多

く
取
り
入
れ
、よ
り
実
践
に
近
い
形
で
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
受
講
期
間　
５
月
か
ら
９
月
（
全
10
回
）

○
場　
　
所　
役
場
豊
松
支
所
、
実
習
園
ほ
か

○
対
象
者　

�

町
内
で
、
新
た
に
ぶ
ど
う
栽
培
を

め
ざ
す
方
、
ま
た
は
も
う
一
度
基

礎
か
ら
勉
強
し
た
い
方
で
、
受
講

期
間
を
通
じ
て
受
講
可
能
な
方

○
受
講
料　
２
，
０
０
０
円

（
主
に
は
ご
自
身
で
栽
培
管
理
さ
れ
た
ぶ
ど

う
の
持
ち
帰
り
代
金
で
す
。）

○
定　
　
員　
20
名

○
申
込
方
法　
産
業
課
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　
４
月
28
日
（
木
）

�

（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
神
石
高
原
町
地
域
担
い
手
育
成

�

総
合
支
援
協
議
会
（
産
業
課
内
）

　
☎
８
９
‐
３
３
３
７

【講座の内容とスケジュール予定】
回 時　期 場　所 主な内容
１ ５月11日㈬�午前９時～ 役場豊松支所・実習園 開塾・オリエンテーション　　芽かき

２～９ ５月18日㈬～７月６日㈬頃 実習園 新梢管理　　花穂整形　　ジベレリン処理
房づくり　　摘粒など

10 ９月28日㈬頃 実習園・役場豊松支所 収穫・試食
＊詳しくは、別途ご案内します。

10広報 神石高原 No.77

お
問
い
合
わ
せ 

産
業
課 

☎
８
９
‐３
３
３
７

え
～
の
～
通
信

油木高校Journal
ジ ャ ー ナ ル



休館日 絵本のおはなし会

42011 April

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

来月の「絵本のおはなし会」 ４月も絵本の会「ゆきんこ」のみなさんによる楽しい絵本のおはなし会があり
ます。みなさんぜひ聴きに来てください。

ところ シルトピアカレッジ図書館（児童図書コーナー）と  き ４月 2日（土）ひる２時～　４月 16日（土）ひる２時～

新着紹介
・シリーズ地域の再生　地元学からの出発（第１巻）－この土地に生きた人びとの声に耳を傾ける
� 結城登美雄／著　農山漁村文化協会
・シリーズ地域の再生　共同体の基礎理論（第２巻）－自然と人間の基層から
� 内山　　節／著　農山漁村文化協会
・シリーズ地域の再生　進化する集落営農（第７巻）－新しい「社会的共同経営体」と農協の役割
� 楠本　雅弘／著　農山漁村文化協会
・シリーズ地域の再生　場の教育（第12巻）－「土地の根ざす学び」の水脈
� 岩崎　正弥・高野　孝子／著　農山漁村文化協会
・宇宙は何で　できているのか　素粒子物理学で解く宇宙の謎� 村山　　斉／著　幻　冬　舎
・シンプルに生きる　変哲のないものに喜びをみつけ、味わう�ドミニック・ローホー／著　原　秋子／訳　幻　冬　舎
・こんなに使えるジンジャーシロップ　朝昼晩しょうがレシピで冷えしらず� 嶋田　葉子／著　家の光協会
・誰からも「気がきく」と言われる45の習慣　思わずマネしたくなる一流秘書の技術
� 能町　光香／著　クロスメディア・パブリッシング
・天使の報酬� 真保　裕一／著　講　談　社
・PREDE　池袋ウエストゲートパーク　10� 石田　衣良／著　文 藝 春 秋
・影法師� 百田　尚樹／著　講　談　社
・謎解きはディナーのあとで� 東川　篤哉／著　小　学　館
・孤舟� 渡辺　淳一／著　集　英　社
・ひそやかな花園� 角田　光代／著　毎日新聞社
・灰色の虹� 貫井　徳郎／著　新　潮　社
・シューマンの指� 奥泉　　光／著　講　談　社
・悪名の棺　笹川良一伝� 工藤美代子／著　幻　冬　舎
・シアター！　２� 有川　　浩／著　アスキーメディアワークス
・白銀ジャック� 東野　圭吾／著　実業之日本社
・バムとケロのもりのこや� 島田　ゆか／作・絵　文　溪　社
・つるばら村のレストラン� 茂市　久美子／作　柿田　ゆかり／絵　講　談　社
・ヒックとドラゴン　１～７
� ヒック・ホレンダス・ハドック三世／作　クレシッダ・コーウェル古ノルド語／訳　小 峰 書 店

１
．
薄
味
に
慣
れ
る

　

薄
味
で
素
材
の
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

２
．
漬
物
・
汁
物
の
量
に
気
を
つ
け
る

　

汁
物
は
具
だ
く
さ
ん
に
す
る
と
減
塩
に
な
り
ま
す
。

３
．
効
果
的
に
塩
味
を

　

塩
は
表
面
に
さ
っ
と
振
り
か
け
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。

４
．「
か
け
る
」
よ
り
「
つ
け
て
」
食
べ
る

　

し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
は
つ
け
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

５
．
酸
味
を
上
手
に
使
う

　

酸
味
を
使
っ
て
献
立
の
味
付
け
に
変
化
を
。

６
．
香
辛
料
を
上
手
に
使
う

　

と
う
が
ら
し
や
カ
レ
ー
粉
も
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

７
．
香
り
を
利
用
す
る

　

ゆ
ず
や
ハ
ー
ブ
な
ど
を
加
え
る
と
味
に
変
化
が
つ
き
ま
す
。

８
．
香
ば
し
さ
も
味
方
で
す

　

香
ば
し
さ
も
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
を
抑
え
て
く
れ
ま
す
。

９
．
油
の
味
を
利
用
す
る

　

ご
ま
油
や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
風
味
ア
ッ
プ
。

10
．
酒
の
肴
に
注
意

　

酒
の
肴
に
合
う
料
理
は
少
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

11
．
練
り
製
品
・
加
工
食
品
に
気
を
つ
け
る

　

加
工
食
品
は
塩
分
の
多
い
食
品
で
す
。

12
．
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

　

減
塩
食
品
も
食
べ
る
量
が
多
け
れ
ば
摂
取
量
も
増
え
ま
す
。

�

出
典
：
厚
生
労
働
省

塩
分
を
控
え
る
た
め
の
12
カ
条

　

日
本
人
の
塩
分
摂
取
量
は
年
々
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
男
女
と
も
に
目
標

値
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
献
立
を
工
夫
す
れ
ば
、
塩
分
の
摂
取
量
は
抑
え

ら
れ
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　食品の栄養成分の表示については，健康増
進法に基づき「栄養表示基準」が定められて
います（右図）。ここで注目したいのが，ナ
トリウムです。食塩に代わって，ナトリウム
での表示が義務付けられていますが，ナトリ
ウム＝食塩ではありません。ナトリウム量を
2.54 倍すると食塩の量に換算できます。

ナトリウム≠食塩

食塩（ｇ）＝ナトリウム（ｇ）×2.54

（表示例）

標準栄養成分表（100ｇ当たり）

エネルギー　200kcal� 脂質　　　　0.4ｇ
ナトリウム　563mg� たんぱく質　2.2ｇ
炭水化物　　34.6ｇ

広島の国保より引用

日本人の食事摂取基準（2010年版）

1日の塩分摂取量の目標値
　成人男性　9.0g 未満
　成人女性　7.5g 未満
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第
17
回
下
帝
釈
峡

 

渓
谷
コ
ン
サ
ー
ト

　
し
だ
れ
桜
の
咲
く
中
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料

で
す
。
ま
た
午
後
か
ら
は
「
山
野
草
の

里
」と「
幻
の
鍾
乳
洞
」を
散
策
し
ま
す
。

（
時
）
４
月
17
日
（
日
）

�

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

（
場
）
帝
釈
峡
内
花
面
公
園

�

（
神
石
高
原
町
永
野
）

（
問
）
な
が
の
村

　
　
☎
８
６
‐
０
２
１
５

福
山
自
動
車
時
計
博
物
館

 

～
科
学
技
術
週
間
～

　
子
ど
も
た
ち
に
科
学
技
術
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
期
間
中
は
高
校
生

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

神石高原町立病院では，“まめくら
ぶ”（神石高原町立病院健康学習
会）を２カ月に１回開催しています。
毎回テーマを変えて，専門の医師
やスタッフにより，広く地域の皆
さんに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。

＊お問い合わせ
　神石高原町立病院☎85-2711
　（看護部長）池田美智子
　（栄 養 室）渡辺　久子

開催日
３月29日㈫　10時～
� ※奇数月の開催になります。

内　容
『CTについて』

担　当
寺岡記念病院放射線室長

鉾崎　昌輝

まめくらぶ
開催のご案内

神石高原町立病院
健 康 学 習 会

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会の場
で，今まで実施した「まめくらぶ」の内容で学
習会講師の派遣依頼をお受けしております。
くわしくは、上記担当者までご連絡ください。

３月１日現在　（　）内は前月比

人口� 10,933�人� （－23）
�男� 5,212�人� （－ 5）
�女� 5,721�人� （－18）
世帯� 4,203�世帯� （－ 6）

人 口 と 世 帯

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分
納期限　3月31日

３ 月 の 納 税

以
下
入
館
無
料
で
す
。
23
日
・
24
日
に

は
、
入
館
者
対
象
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

試
乗
会
が
あ
り
ま
す
。

（
時
）
４
月
18
日
（
月
）
～
24
日
（
日
）

�

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
場
）
福
山
自
動
車
時
計
博
物
館

�
（
福
山
市
北
吉
津
町
）

（
料
）
大
人
９
０
０
円

　
　
　
中
・
高
生
６
０
０
円
��　

　
３
歳
～
小
学
生
３
０
０
円
（
通
常
）

（
問
）
福
山
自
動
車
時
計
博
物
館

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
２
‐
８
１
８
８

宇
根
か
た
く
り
ま
つ
り

　
万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
「
か
た

く
り
」
の
可
憐
な
花
が
と
て
も
き
れ
い

で
す
。
ま
た
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
純

白
の
水
芭
蕉
の
花
も
鑑
賞
で
き
ま
す
。

土
・
日
に
は
売
店
を
開
き
ま
す
。

国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

○
試
験
資
格

　
�

昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
平
成
２
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
は
、
条

件
あ
り
）

○
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

○
受
験
申
込
期
間

　
４
月
１
日
（
金
）
～
14
日
（
木
）

�

（
14
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

（
時
）
４
月
９
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）

�

午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
場
）
宇
根
か
た
く
り
の
里

�

（
上
下
町
矢
野
）

（
問
）
宇
根
か
た
く
り
の
里

�

代
表　
宮
田

　
　
☎
０
９
０
‐
２
０
０
８
‐
４
７
１
６

観
光
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
使
っ
て
、

神
石
高
原
町
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
!!

　
神
石
高
原
町
観
光
協
会
で
は
、
神
石

高
原
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
活
性
化
を
図

る
た
め
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
手
作
り

商
品
（
例
：
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
人
形
等
）・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
、
多
く
の
方
に
利
用
し

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
使
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
神

石
高
原
町
観
光
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
問
）
神
石
高
原
町
観
光
協
会

　
　
☎
８
２
‐
０
０
３
９

○
第
１
次
試
験　
６
月
12
日
（
日
）

●
資
料
の
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
〒
７
３
０
‐
８
５
２
１

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
30

　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

　
又
は
お
近
く
の
税
務
署
総
務
課
へ
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jinsekikougen information

○小さな体は隠れやすい
　�子どもは体が小さいため，駐車車両，花壇，壁な
どの死角に入りやすい。

○周囲が見えていない
　夢中になると周囲の確認が不足する。
　�危険を察知する能力が身についていない。

○車の動きを予測できない
　�車のスピード判断や進路を予測できない。

子どもの特性�

ドライバーの心構え�
○�駐車車両前後では，減速しましょう。
○�通学路や学校付近など，子どもが通行す
る場所や時間帯は，減速しましょう。
○�子どもを見かけたら，飛び出しを予測し
て，近くでは徐行運転を心掛けましょう。

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.police.pref.hiroshima.lg.jp/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

新入学園児・児童の交通事故防止
平成 23年度広島県交通安全年間スローガン
～あぶないよ  いそぐきもちが  じこのもと～

運転免許更新日のご案内

神石高原町内
事件・事故発生状況

2月分

交通事故0の町をめざそう！

物損事故	 47 件

人傷事故	 2 件

4月の免許更新日は
1日（金），15 日（金）です。
4月15日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，5月6日（金）に再度油木
交番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

町内の
交通事故

出店荒し　１件

法
テ
ラ
ス
の
日

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ

ス
）
で
は
、
設
立
５
周
年
を
記
念
し
て

次
の
と
お
り
「
無
料
法
律
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
（
民
事
・

家
事
の
み
）
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

時
間
は
一
人
30
分
で
す
。（
予
約
制
）

（
時
）
４
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
場
）
小
畠
交
流
会
館

（
定
員
）�

６
名
（
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
法
テ
ラ
ス
広
島

　
　
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
８
５

�

平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　もうすぐ，新入学園
児・児童が入学・登校
する季節になります。
ドライバーの皆さん
は，次のことを知って
交通事故防止に努めて
ください。

　
※�

収
入
・
資
産
が
一
定
以
下
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
※�

刑
事
事
件
に
関
す
る
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

福ふ
く　
場ば　
マ
リ
ア�

（
井
関
大
矢
）

岩い
わ　
本も

と　
歩あ

ゆ　
夢む�

（
な
が
の
村
）

迫さ
こ　
　
　
錬れ

ん

汰た

朗ろ
う�

（
小　
　
畠
）

本ほ
ん　
多だ　
奏そ　
空ら�

（
南
ゆ
き
）

井い　
原は

ら　
諒り

ょ
う　
子こ�

（
い
ち
ば
）

德と
く　
田だ　
愛ま　
乃な�

（
小　
　
畠
）

山や
ま　
口ぐ

ち　
琥こ

太た

郎ろ
う�

（
古　
　
川
）

天あ
ま　
野の　
一い

ち　
花か�

（
下
豊
松
）

	

名
　
前	

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
2
月
届
出
分
）

	

名
　
前	

（
自
治
振
興
会
）	

　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
2
月
届
出
分
）

佐さ　
藤と

う　
ツ
チ
コ　
（
小　
　
畠
）�

89
歳

岡お
か　
﨑ざ

き　
登と

美み

惠え　
（
西
油
木
）�

93
歳

森も
り　
川か

わ　
明あ

き　
信の

ぶ　
（
高　
　
蓋
）�

86
歳

髙た
か　
丸ま

る　
孝た

か　
市い

ち　
（
下
豊
松
）�

76
歳

池い
け　
本も

と　
唯た

だ　
市い

ち　
（
小　
　
畠
）�

92
歳

田た　
川が

わ　
シ
カ
ノ　
（
高　
　
蓋
）�

92
歳

若わ
か　
林ば

や
し　
ヨ
シ
子　
（
井
関
大
矢
）�

90
歳

赤あ
か　
木ぎ　
次じ　
郎ろ

う　
（
小　
　
野
）�

90
歳

平ひ
ら　
松ま

つ　
　
　
茂し

げ
る　
（
東
油
木
）�

97
歳

上う
え　
田だ　
一か

ず　
惠え　
（
仙
養
東
）�

86
歳

山や
ま　
内う

ち　
一か

ず

之の

助す
け　
（
小　
　
畠
）�

75
歳

山や
ま　
田だ　
政ま

さ　
枝え　
（
井
関
大
矢
）�

95
歳

山や
ま　
本も

と　
正ま

さ　
三み　
（

牧

）�

95
歳

小お　
川が

わ　
夏な

つ　
子こ　
（
坂
瀬
川
）�

99
歳

小こ　
山や

ま　
文ふ

み　
代よ　
（
田　
　
頭
）�

88
歳

藤ふ
じ　
原わ

ら　
久ひ

さ　
子こ　
（
坂
瀬
川
）�
90
歳

横よ
こ　
山や

ま　
十と

三み

子こ　
（
福　
　
永
）�
86
歳

渡わ
た　
邉な

べ　
ト
ヨ
コ　
（
坂
瀬
川
）�
93
歳

秋あ
き　
山や

ま　
朝あ

さ　
夫お　
（
相　
　
渡
）�

84
歳

坂さ
か　
本も

と　
ミ
ス
エ　
（

南

）�

89
歳

畑は
た　
　
　
満ま

美み

子こ　
（

上

）�

37
歳

畑は
た　
　
　
智ち　
尋ひ

ろ　
（

上

）�

４
歳

畑は
た　
　
　
寧し

ず　
華は　
（

上

）�

２
歳

瀬せ　
尾お　
松ま

つ　
子こ　
（
高　
　
蓋
）�

93
歳

荒あ
ら　
木き　
許も

と　
代よ　
（
草　
　
木
）�

91
歳

（
敬
称
略
）
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今月生まれのお友達は，対象者がいませんでした。
　

新
坂
地
域
の
集
落
支
援
員
を
さ
れ
て
い
る
横
山
さ
ん
。
８
集
落

中
、
７
集
落
が
限
界
集
落
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
、
地
域
を
維

持
す
る
に
は
、
ま
た
こ
の
地
域
に
ず
っ
と
住
み
続
け
る
為
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
を
、
住
民
と
一
緒
に
考
え
、
そ
こ
か
ら
地
場

産
品
加
工
場
を
建
設
、
そ
こ
を
源
流
の
里
し
ん
さ
か
の
拠
点
と
す

る
新
た
な
取
り
組
み
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
月
に

１
度
の
地
元
食
材
を
使
っ
た
「
手
作
り
弁
当
」
の
配
達
で
す
。「
お

年
寄
り
の
方
は
、
健
康
不
安
が
一
番
大
き
い
。
健
康
に
配
慮
し
て

考
え
た
お
弁
当
を
、直
接
お
届
け
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
図
れ
、
ま
た
安
否
確
認
も
で
き
る
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
２
月

14
日
に
は
最
初
の
弁
当
配
達
が
行
わ
れ
、
一
軒
一
軒
に
真
心
の
こ

も
っ
た
弁
当
を
手
渡
し
、
大
変
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
加
工
食
品
の
開
発
・
研
究
・
販
売
も
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
“
し
ん
さ
か
”
で
し
か
作
れ
な
い
商
品
を
作
り
、“
し
ん
さ

か
”
の
顔
の
見
え
る
も
の
に
し
た
い
」
と
、商
品
に
は
新
し
く
作
っ

た
独
自
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
、
販
売
さ
れ
ま
す
。
加
工
品
に
な

る
農
産
物
の
栽
培
に
は
遊
休
農
地
の
食
い
止
め
、
ま
た
作
業
に
は

お
年
寄
り
の
方
に
も
手
伝
い
を
お
願
い
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
に

繋
げ
た
い
と
横
山
さ
ん
。
源
流
の
里
し
ん
さ
か
の
地
域
づ
く
り
の

挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
の
拠
点
に

源
流
の
里
し
ん
さ
か
を
Ｐ
Ｒ

源 流 の 里 し ん さ か

しんさかのロゴマーク

二幸小学校

三
和
小
学
校

来見小学校

横山�武信さん

　青少年育成会議三和地区委員会では，来見・三
和・高蓋・二幸の児童に対して「三和地域で児童
を守る安全・安心の標語」を募集し，188件の応
募の中から４つの優秀作品を選考しました。優秀
作品に選ばれた児童には福山北警察署より表彰状
が，また応募者全員に記念品が贈られました。こ
の標語は看板にして各地域の通学路へ掲示します。
　優秀作品は次のとおりです。

　３月１日（火），三和中学校で３年生の生徒による「15
歳の提言書」が提案されました。この提言は，総合
的な学習の時間を使って二学期後半から「地域創造」
をテーマに，町の現状を知り課題を見つけ，その課
題解決策を考えたものです。６つの視点（協働によ
るまちづくり，医療・福祉，防災・防犯，教育・子育
て，農業・産業，観光）から６グループが８提言を
牧野町長，佐竹教育長に直接訴えました。牧野町長
は「中学生の純粋な提案で，町・教育行政に反映す
るよう検討したい」と語られ，生徒は「この学習を通
して自分達の町のこ
とを理解することが
できた。今後も何が
できるのかを考えた
い」と充実した学習
となったようです。

三和地域で児童を守る

安全・安心の標語

ありがとう　ちいきの人の　こえかけに
� 来見小学校　５年生　藤井　杏佳
あいさつで　心もかよう　つうがくろ
� 三和小学校　２年生　小川　郁咲
高蓋は　みんなで守る　これからも
� 高蓋小学校　６年生　山本　敬子
地域の人　みんなの笑顔を　守ってる
� 二幸小学校　６年生　丸山未由里

よりよい町に…
� 15歳の提言書

～三和中学校３年生～

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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